
平成２８年度横浜市立横浜吉田中学校同窓会通常総会 

議事概要 

 

平成２８年度横浜市立横浜吉田中学校同窓会通常総会が６月２６日（日）１５時から関 

内『彩鳳』にて２１名の会員が参加されて開催されました。 

 

総務の谷藤 宗克理事（４０年卒）が開会の宣言した後、同窓会中村 宣吉会長

（２６年卒）が開会の挨拶をされ、続いて母校の金沢 真澄学校長が挨拶をされ

ました。 

総会議事は、中村会長が議長席に就いて総会の司会進行を行いました。 

 

議事の内容は下記の通りです。 

議事 

Ⅰ．第１号議案  

    平成２７年度活動報告書並びに収支決算書について 

  １．２７年度の活動と収支決算が担当役員（谷藤理事と浜村延明理事（４０年卒））

から報告され、収支決算の内容に関しては会計監査（板倉監事（３０年卒））

より監査報告がされました。   

  

Ⅱ．第２号議案   

    平成２８年度活動計画書（案）並びに収支予算書（案）について 

  １．２８年度の活動と収支予算が担当役員（谷藤理事と浜村理事）から報告されま

した。活動計画としては再編成後、統合校として４年目を迎え、急増した同窓

会会員の方々には連絡や情報不足となり、充分な活動がなされていないのが現

状であります。その様な状況下、日常の活動の中で連絡を取り合い、出来ると

ころから同窓会の存在と同窓会の活動を発信していき、併せて母校の様々な活

動への寄与と会員相互の親睦に務めていくことに努めます。その事業として今

年度も１０月の母校の文化祭に同窓会名誉会長椎名巌さん（桂歌丸師匠）門下

の方を講師に『落語文化を伝える会』として講演して頂く予定でおります。 

また、多くの会員の皆様に活動を知っていただけるよう同窓会活動のＨＰ（横浜

市立横浜吉田中学校・検索→Ｙ．ＹＮＥＴ→同窓会）を充実させるよう努めます。 

続く予算案ではこうした活動に伴う年間予算の計上が報告されました。 

 

  上記の第１号議案・第２号議案は出席会員の皆さんの拍手をもって承認されました。 

 



 

 

Ⅱ．第３号議案  

   同窓会会則の中で『同窓会役員の任期は３年』と規定されています。特に『会長・ 

副会長・監事（会計監査）』の三役については総会での承認が必要とされること 

から理事会から役員候補を推薦いたしましたところ、出席会員の皆さんの拍手を 

もって承認されました。 

 

今回総会で承認された役員です 

会   長     中村 宣吉 （２６年卒） 

    副 会 長     米岡  泰 （３３年卒） 

    副 会 長     井上 圓三 （３５年卒） 

副 会 長      秋元  寛 （４８年卒） 

    監事（会計監査） 板倉  泰正 （３０年卒） 

    監事（会計監査） 柳川 恵理 （４７年卒）（敬称略）           

  

   秋元副会長が新任で他の方は前期からの留任となります。 

 

総会の議事は以上をもって終了いたしました。 

 

米岡副会長が閉会の挨拶をされた後、引き続き岡村修司理事（４３年卒）の司会で懇親

会が開かれ、井上副会長の乾杯の挨拶のあと、会員の方々は各テーブルごとに歓談され

て当時の思い出話や近況を大いに語らいました。 

最後に杉野芳之理事（３６年卒）の音頭で賑やかに恒例の三本締めを行い、秋元新副会

長の挨拶で閉会といたしました。 

  

追記 

今回、総会開催のご案内を会員の皆様に郵送させていただきましたが、その際同窓会年

会費の納付案内書を同封させていただいたところ、多くの会員の皆様から会費のご納入

をいただき誠に有難うございました。同窓会会費は昨年度、母校の三大行事の協賛金や

入学式等のお祝金として、また昨年より同窓会が企画・後援いたしました『落語文化を

伝える会』の活動費とさせていただきました。 

会費ご納入いただいた会員の皆様には心より感謝申しあげます。 

 

                         横浜吉田中学校同窓会役員一同  

 

以上                                     


